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「区議会だより」が折り込まれています

新 春 対 談
山田区長
富本区議会議長
弘兼　憲史さん

ジェイコム東京２（デジタル１１）チャンネル
１月１日㈷～９日㈯
１１時・１９時・２３時

（３日㈰・６日㈬・９日㈯は１５時からも放映）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
区
政
に
対
し
ま
し
て
も
、
い
ろ

い
ろ
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
「
己
丑
（
つ
ち
の
と
・

う
し
）」
の
年
で
、
こ
れ
ま
で
の
乱
れ
を
正

す
「
紀
律
の
年
」
ら
し
く
、
政
権
交
代
や

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
大
変

革
の
兆
し
を
感
じ
る
一
年
で
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
杉
並
区
は
、
年
初
に
「
遠

き
を
見
す
え
、
今
を
固
め
る
」
と
い
う
経

営
目
標
を
定
め
、
区
民
生
活
の
安
全
安
心

に
十
分
目
配
り
を
し
つ
つ
も
、
目
の
前
の

こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
「
減
税
自
治
体

構
想
」
の
検
討
な
ど
、
将
来
の
杉
並
区
の

ビ
ジ
ョ
ン
も
意
識
し
な
が
ら
区
政
に
取
り

組
み
、
お
お
む
ね
順
調
に
目
標
を
達
成
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
庚
寅
（
か
の
え
・
と
ら
）」
の

年
。「
庚
」
は
更
新
の
「
更
」、「
寅
」
は
改

ま
る
と
い
う
意
味
を
も
ち
、「
さ
ら
に
改
ま

る
」
年
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

六
〇
年
前
の
庚
寅
は
昭
和　

年
（
一
九

２５

五
〇
年
）
で
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
、
米

ソ
冷
戦
は
平
成
３
年（
一
九
九
一
年
）ま
で

続
き
ま
し
た
。
そ
の
前
の
庚
寅
は
明
治　
２３

年
（
一
八
九
〇
年
）
で
、
明
治
憲
法
の
も

と
で
最
初
の
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
日

本
の
議
会
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
革
の
時
代
は
、
区
は

身
近
な
自
治
体
と
し
て
、
４
月
時
点
で
の

待
機
児
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
保
育
施
設
の
増

設
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化

な
ど
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
福
祉
、
医
療
や

介
護
な
ど
の
安
全
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

ま
た
学
校
の
建
て
替
え
、
高
円
寺
、
荻
窪
、

永
福
町
な
ど
の
駅
や
駅
周
辺
の
整
備
、
桃

井
の
防
災
公
園
な
ど
の
公
園
整
備
、
そ
し

て
善
福
寺
川
の
水
害
対
策
と
し
て
の
調
節

池
な
ど
災
害
対
策
も
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

景
気
悪
化
と
と
も
に
国
や
都
で
は
国
債

や
都
債
な
ど
の
借
金
依
存
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
杉
並
区
で
は
そ
れ
ら
の
財
源
と
し

て
区
債
に
は
頼
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
「
杉

並
改
革
」
の
成
果
で
積
み
立
て
た
基
金
を

活
用
し
、区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、

二
年
後
の
区
債
残
高
ゼ
ロ
に
向
か
っ
て
一

層
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

大
変
革
の
時
代
と
は
、
苦
し
い
局
面
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
志
を
実

現
し
や
す
い
と
き
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
順
調
な
と
き
は
「
明
日
も
何
と
か
な

る
だ
ろ
う
」
と
、
将
来
を
考
え
な
い
も
の

だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
今
年
は
「
志
を
立
て
、

明
日
を
拓
く
」
一
年
に
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
杉
並
区
の
大
発
展
の
た
め
に
、
公

約
で
掲
げ
た
「
減
税
自
治
体
構
想
」
の
実

現
、「
教
育
憲
章
」
の
制
定
、
そ
し
て
杉
並

区
独
自
の
救
命
救
急
医
療
体
制
の
整
備

に
、
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
、
今
年
が
よ

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

杉
並
区
長

志志志志志志志志志志
をををををををををを
立立立立立立立立立立
てててててててててて

志
を
立
て
、、、、、、、、、、、

明明明明明明明明明明
日日日日日日日日日日
をををををををををを
拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓
くくくくくくくくくく
年年年年年年年年年年

　

明
日
を
拓
く
年
ににににににににににに

郷土博物館の新年行事〜新春吉例「大宮前囃子郷土博物館の新年行事〜新春吉例「大宮前 囃子 」」
ばやし

大宮前囃子は、宮前地域に伝わる民俗芸能で、
区の登録無形民俗文化財です。
舞を披露するのは、大宮前郷土芸能保存会の
皆さんです。

【日　時】　１月５日㈫午後２時
【観覧料】　１００円。中学生以下は無料
【申し込み】　当日、直接会場へ
【場所・問い合わせ】
郷土博物館（大宮１崖 ２０ 崖８緯３３１７ 崖 ０８４１）

　小正月の１月１５日に、まゆや農作物の豊作を祈る
「まゆ玉飾り」とよばれる行事があります。（右下写
真）
　郷土博物館の古民家のかまどで、紅白のだんごを
蒸して木の枝に刺し、「まゆ玉飾り」を作ります。
　 １月１１日㈷午前１０時～正午 小学３～６年生 
２０名（申込順） １月
５日午前９時から電話
で、郷土博物館へ １
月１１日㈷午後～１７日㈰
に「まゆ玉飾り」を展
示しています

時 対 定
申

他

◇お正月行事 子ども博物館教室◇

「まゆ玉を作ろう「まゆ玉を作ろう」」
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

壊壊
れれ
てて
しし
まま
うう
かか
らら
ここ
そそ

修修
理理
でで
きき
るる
もも
のの
をを

「『
壊
れ
て
も
気
兼
ね
な
く
捨
て
ら
れ
る
も
の
を
買
う
』、『
す
ぐ
壊
す
か
ら
間
に

合
わ
せ
の
も
の
を
使
う
』
そ
ん
な
声
を
聞
き
ま
す
。
で
も
、
壊
れ
て
し
ま
う
か

ら
こ
そ
、
修
理
し
て
い
つ
ま
で
も
使
え
る
も
の
を
選
ん
で
ほ
し
い
。」

寒
河
江
真
潮
さ
ん
：
傘
職

壊壊
れ
て
し
ま
う
か
ら
こ

れ
て
し
ま
う
か
ら
こ
そそ

修
理
修
理
で
き
る
も
の

で
き
る
も
の
をを

◇
自
分
に
合
う
一
本
を
見
つ
け
る

お
手
伝
い

「
た
く
さ
ん
の
種
類
の
中
か
ら
自

分
に
合
う
一
本
を
見
つ
け
、
い
つ

ま
で
も
長
く
使
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。」

　

そ
う
言
う
と
、
寒
河
江
さ
ん
は

一
本
の
折
り
畳
み
傘
を
広
げ
た
。

折
り
畳
み
傘
は
、『
携
帯
に
便
利
な

分
広
げ
て
も
小
さ
い
』
と
い
う
印

象
が
あ
る
が
、
広
げ
た
そ
の
傘
は

二
回
り
は
大
き
か
っ
た
。

「
骨
組
み
が
三
つ
折
り
で
、
し
か

も
内
側
に
折
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

小
さ
く
畳
め
て
大
き
く
広
が
る
ん

だ
よ
。
こ
ん
な
商
品
が
あ
る
こ
と

知
ら
な
い
で
し
ょ
。」

　

店
内
に
は
五
〇
〇
本
以
上
の
傘

が
並
ぶ
。
寒
河
江
さ
ん
は
、
そ
の

一
本
一
本
の
特
徴
を
把
握
し
て
い

る
。
重
さ
・
強
度
・
生
地
の
種
類
。

自
分
で
納
得
の
い
か
な
い
商
品
は

置
か
な
い
。

「
あ
る
傘
の
気
に
入
っ
た
生
地
を

別
の
傘
に
張
り
替
え
る
こ
と
だ
っ

て
可
能
で
す
。
た
く
さ
ん
の
選
択

肢
の
中
か
ら
自
分
に
合
う
一
本
に

巡
り
合
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

そ
の
一
本
を
一
〇
年
二
〇
年
と
大

事
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

　

専
門
店
な
ら
で
は
の
知
識
や
技

術
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
寒
河
江

さ
ん
。

◇
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
に
で
き

る
こ
と

「
私
に
と
っ
て
は
、
お
買
い
上
げ

い
た
だ
い
た
後
か
ら
が
、
お
客
さ

ま
と
の
本
当
の
お
付
き
合
い
で

す
。」

　

傘
に
は
家
電
の
よ
う
な
保
証
は

な
い
。
仕
入
れ
は
『
自
分
の
手
に

負
え
る
傘
か
ど
う
か
』で
判
断
し
、

修
理
ま
で
責
任
を
持
つ
。

「
傘
に
対
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば

専
門
店
の
存
在
価
値
が
な
く
な
り

ま
す
。
色
々
な
方
の
傘
を
直
す
こ

と
で
、
私
も
傘
の
勉
強
を
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
。」

　

店
内
に
は
、
骨
組
み
・
柄
・
金

具
な
ど
、
傘
を
形
成
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
部
品
の
山
が
広
が
っ
て
い

る
。
修
理
を
す
る
際
に
は
、
そ
の

中
か
ら
壊
れ
た
部
品
と
同
じ
よ
う

な
も
の
を
探
し
出
す
。

「
ど
こ
を
直
し
た
の
か
分
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
の
が
、
修
理
の
基

本
で
す
。」

　

傘
職
人
と
し
て
修
理
す
る
以
上

は
、
見
た
目
に
も
、
そ
し
て
強
度

に
も
責
任
を
持
っ
て
修
理
す
る
。

◇
受
け
継
が
れ
て
い
く

「
子
ど
も
で
も
、
本
当
に
良
い
も

の
に
触
れ
る
と
、
本
物
だ
け
が
持

っ
て
い
る
良
さ
に
気
付
き
、
愛
着

を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
、
良

い
も
の
を
感
じ
と
る
感
性
っ
て
、

普
段
生
活
し
て
い
く
中
で
、
す
ご

く
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。」

　

感
性
は
、
心
に
余
裕
が
な
い
と

生
ま
れ
な
い
。
も
の
を
大
切
に
す

る
心
も
一
緒
だ
。

　

普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い

が
心
の
余
裕
を
生
み
、
人
か
ら
人

に
伝
わ
っ
て
い
く
。

「『
ぜ
い
た
く
品
を
使
う
。』
と
い

う
の
で
は
な
く
て
、『
傷
ん
で
も
修

理
を
し
て
使
っ
て
い
く
。』そ
ん
な

大
人
の
心
の
余
裕
と
い
う
か
背
中

を
見
れ
ば
、
自
然
と
子
ど
も
に
も

『
も
の
を
大
切
に
す
る
心
』
が
生

ま
れ
る
は
ず
で
す
。」

　

そ
ん
な
寒
河
江
さ
ん
に
『
印
象

に
残
っ
て
い
る
修
理
は
？
』
と
聞

い
た
と
こ
ろ

「『
形
見
の
傘
を
直
し
て
ほ
し

い
。』と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
、
こ

の
傘
は
最
初
か
ら
大
切
な
も
の
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

大
切
な
人
が
愛
着
を
持
っ
て
い
た

も
の
だ
か
ら
、
直
し
て
自
分
も
使

い
続
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
『
も
の
を
大

切
に
す
る
心
』
は
、
人
か
ら
人
へ

受
け
継
が
れ
て
い
く
ん
で
す
ね
。」

　

そ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

▲修理を覚えてから
今年で４０年になります

【おもちゃ病院の開院日】
毅井草地域区民センター
…第２・４土曜日午後１時３０分〜３時３０分
毅リサイクルひろば高井戸
…第３日曜日午後１時〜４時
毅すぎなみ環境情報館
…偶数月の第１土曜日午後１時〜４時　ほか

▼

治
し
た
後
の
こ
と
も

考
え
、
強
度
を
上
げ
る

工
夫
を
し
て
い
ま
す

★５０年の歴史「印象に残っているお仕事」
◇１日に１７時間も座って仕事をする方から「疲
れない椅子」を作ってほしいと頼まれました。
　座面にも背中にもスプリングを入れて、洋服
のように「仮縫い」した状態で１カ月ほど使っ
てもらってから納品しました。
　とてもご満足くださって、２脚目の注文まで
いただきました。

◇椅子がなくては生活ができない、重い障害の
ある方の椅子を作りました。
　何度も話し合い、私たちが「これで大丈夫」
と納品しても、生活に密着して使うその方には
不具合が出てしまいました。
　試行錯誤を繰り返し、無事に仕上げることが
できたときには、ほっとしました。本当に気に
入ってくださり、お礼状までいただきました。

★プロが教える「時計を長持ちさせるコツ」
　時計は精密機器なので、やはり水に弱いです。
冬場に寒いところから暖かいところに入ると眼
鏡が曇るように、時計の中でも空気が水に変わ
り、それが原因となって部品が錆びてしまうこ
とがあります。

　また、３〜５年で潤滑油が切れてしまうので
すが、油が切れているのにもかかわらず使い続
けると、部品が摩耗し変形してしまいます。
　動かなくなってから修理をするのではなく、
ちゃんと動いているときからメンテナンスを行
ってあげることが長持ちさせるコツです。

「おもちゃで遊ぶ時期は限られています。だ
からこそ修理して、使えるものを次世代につ
なげていってほしい。」
　杉並おもちゃドクターズの創設者の一人で
ある安井さんはこう話す。
　動かなくなったり音が出なくなったおもち
ゃを修理する『おもちゃの病院』を始めて、
すでに１６年が経った。おもちゃを持ってきた
子どもたちは皆、心配そうに預けたおもちゃ
を見つめる。『おじちゃんじゃ治せないよ！』
と言ってその場で泣き出してしまう子どもも
いた。それでも、そんな声を力に変えて『な
んとかして治してやる！』とおもちゃに向き
合ってきた１６年だった。
「壊れたからといって捨てるのではなく、治
して使うことの大切さを、私たち大人が子ど
もたちに伝えていきたい。」
　８０歳を超えても、まだまだ安井さんの情熱
は衰えない。
　長さんも、安井さんと一緒に１６年間『おも

ちゃの病院』を続けている一人だ。
　大切にしていた人形が壊れてしまい、メー
カーに修理を依頼したところ、新品と交換さ
れて戻ってきた。それを見た子どもが『あれ
？わたしのあの子はどこ？』心に響く一言だ
った。
「汚れだって思い出の一つ。治せるものなら
何とかして治したい。」
　おもちゃの修理を始めたきっかけを長さん
に尋ねるとそんな逸話が返ってきた。
「壊れてしまった部品と同じものはなかなか
ない。でも、そこを工夫して修理していくの
がおもしろみの一つ。」
　長さんはそう言って微笑んだ。

安井昌徳さん、長ひろしさん：
杉並おもちゃドクターズ

▲安井さん（後列左から２番目）、長さん（同
１番目）と杉並おもちゃドクターズの皆さん

　さび・油切れ・部品の破損…電池を取り換
えても動かない原因はさまざま。『これ、まだ
動きますか？』半信半疑で持ち込まれた時計
が、芦原さんの手によってふたたび時を刻み
始める。
「『あっ動いた！』と、お客さまの表情が変わ
る瞬間は何とも言えません。」
　時計の修理はとても細かい作業。部品は、
わずかな風でも飛んでしまうため、息を止め
て作業する。一つ一つが真剣勝負。
　そんな芦原さんのもとには、引き出しで眠
っていた腕時計から明治時代に作られた時計
まで、さまざまな時計が持ち込まれてくる。
「古くても、少しでも動けば、ほとんど直すこ

とができます。で
も、古い時計の部
品はなかなか手に
入らないので、そ
ういうときは、時
計屋の仲間に連絡
を取り、お互い助
け合っています。」

　専門の知識・技術と合わせて、人との繋が
りが修理を支えている。
　現在は水晶（クオーツ）を使用した時計が
主流だ。こうした時計は、誤差が非常に少な
い反面、修理はメーカーしかできないものも
ある。そのため、客と職人、職人同士の繋が
りが減りつつある。
「機械式時計の方が５０年１００年と長くもちま
す。数秒の誤差で人生そう変わらないでしょ
うし、心に余裕を持って生きるのもいいので
はないでしょうか。」
　芦原さんが直してきた時計たちは、今もど
こかで時を刻み続けている。

芦原博美さん：時計修理職

▲芦原さん（左）とご家族の皆さん

　ズボンのウエストを１０㎝大きくする。そん
な難題でも、岩井さんが仕立てたスーツは解
決できる。縫製のときに、これから着る方の
１０年２０年先を考えて、さまざまな場面に対応
できるよう、あらかじめ縫い代を多めにとっ
ておくからだ。
「着る方の成長に合わせて、洋服だって一緒
に成長していける。洋服だって生きている。
大切に使ってあげてほしい。」
　ご両親も『仕立職』だった岩井さんは、中
学生のころから縫製の仕事を手伝っていた。
戦後間もない時代。古くなった洋服でも、１
度糸を全部ほどき、裏返しにして、また着て
いた。
「少しくらいの傷みや流行によって、まだま
だ着ることができる洋服を、しまっておくだ
けとか捨ててしまうのではもったいない。」
　『また擦れを直してほしい』、『ロングコー
トをショート丈に詰めて』、『母のワンピース
を今風に仕立て直して』。岩井さんのお店には

客足が絶えない。親子４代にわたる常連のお
客さんもいる。
「どんな要望にも、できる限りの技術で応え
たい。」
　修繕や仕立て直しのためには、その洋服が
作り上げられた行程を逆にたどり、糸をほど
いていく。
「洋服を作りあげていく行程を知っているか
らできること。その場しのぎの修理では、無
理な力がかかりすぐ壊れてしまう。見た目ほ
ど簡単には済まない。」
　そんな言葉からは、自信と、使う方への配
慮が伝わってくる。
「私が修繕をすることで、大切にしている洋
服を、いつまでも長く使っていけるお手伝い
ができれば。」
　一着また一着と縫い上げ、岩井さんのお店
は今年で５２年目を迎える。

岩井清さん：洋服仕立職

▲岩井さんと作業場の風景

「椅子は何も話しません。でも、お預かりし
た椅子を、一脚一脚、一生懸命に修理をして
納品すると、そのお客さまが別のお客さまを
紹介してくださり、いつの間にか人の輪が広
がっていきます。」
　佐山さんのもとには、座面の張り替えなど、
修理の依頼が次々に舞い込んでくる。
　長年使った椅子は体になじんでいるもの。
使い続けたいというお客さまも多い。どんな
に古くても、部品がなくなっていても、『自分
にしかできない仕事』と取り組んでいる。
「お客さまと何度も話し合いながら、お客さ

まの立場に立って
仕上げていきま
す。」
　今まで手がけて
きた椅子は、形か
ら座面の生地まで
一つ一つよく覚え
ている。

「同じ素材を使って直しても、『座り心地』は
一人一人で異なります。」
　『座り心地』という感覚は目に見えない。
しかし、この感覚が椅子の質を左右する。
「技術は伝えていくことができますが、椅子
の質を決める最後の『感覚』の部分は教えて
も伝わるものではありません。何度も納品し
てお客さまに育ててもらうものです。」
　納品したときのお客さまの笑顔が、製作所
の皆さんの何よりの原動力なのである。

佐山道治さん：家具職

▲佐山さん（右）と製作所の皆さん

▲相手を思う気持ちが
人の輪を繋げます

▼
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大大切切ささをを伝伝ええたたいい
治治してして使使うことうことのの
大切　大切さをさを伝伝えたえたいい

使使うう人人のの立立場場にに立立ちち
仕仕上上げげるる

使使うう人人のの立場立場にに立立ちち
仕上仕上げげるる

人人ととのの繋繋ががりりがが
修修理理をを支支ええるる

人人ととのの繋 繋 がりがりがが
つな

修理修理をを支支ええるる
持持ちち主主とと共共にに「「洋洋服服」」
もも成成長長ししてていいくく

持持ちち主主とと共共にに「洋服「洋服」」
　　もも成長成長していしていくく

修復前 修復後

高円寺地域

高井戸地域

方南・和泉地域▲部品を傷つけないよう
細心の注意を払います

思思思思思思思思思思思思思 いいいいいいいいいいいいい 出出出出出出出出出出出出出 ももももももももももももも 大大大大大大大大大大大大大 切切切切切切切切切切切切切 ににににににににににににに ！！！！！！！！！！！！！

写写真真をを修修復復ししててみみよようう写写真真をを修修復復ししててみみよようう

阿
佐
谷
地
域

井
草
地
域

　色あせてしまった写真。持ち
主の記憶をたどり、１カ所１カ
所その色を復元していく。
「写真として形に残っていれば
こそ、修復することができるの
です。」

阿部竜太さん：写真技師
　最近は電子データが主流。場
所をとらずに保存できるが、形
として残らず、一瞬にしてすべ
てが消えてしまうこともある。
「電子データと写真。それぞれ
の良さを知っていただき、思い
出を残していっていただければ
と思います。」

▼

昭和４０年代の写真。子どものころの
兄弟仲良く写っている貴重なものだったので修復に出されたそうです

荻窪地域
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【月日】１月１１日㈷
【場所】杉並公会堂（上荻１崖２３崖１５）
【内容】式典、タケカワ ユキヒデによるミニ

コンサート
【対象】平成元年４月２日～２年４月１日生ま

れで区内在住の方

　お住まいの地域（町名）ごとに次の時間
にお越しください。
　
①午前１０時３０分〜１１時３０分（１０時開場）
阿佐谷北、阿佐谷南、梅里、高円寺北、
高円寺南、成田西、成田東、堀ノ内、
松ノ木、和田

②午後１時〜２時（０時３０分開場）
和泉、永福、大宮、上高井戸、久我山、
下高井戸、高井戸西、高井戸東、浜田山、
方南、宮前

③午後３時３０分〜４時３０分（３時開場）
天沼、井草、今川、荻窪、上井草、上荻、
清水、下井草、松庵、善福寺、西荻北、
西荻南、本天沼、南荻窪、桃井

　
　該当者には、２１年１２月中旬に案内状をお送
りしました。

 児童青少年課青少年係緯３３９３崖４７６０問

❶「ガラス板」の上で、「との粉」と「新漆」を１対
１の割合で混ぜ合わせたパテを作り、欠けてしまっ
たところにかぶせて、１週間ほど乾燥させます。

【準備するもの】
・との粉 ・新漆 ・漆の薄め液 ・金粉 ・面相筆
・紙ヤスリ ・ガラス板 ・綿棒
※ホームセンターや釣り具店などで手に入ります。
漆用の洗い液があると後片付けに便利です。

❹十分乾いたところで、
綿棒に金粉をまぶし、な
でるように転がします。

❸面相筆で、薄めた新漆をぬり、１５分程度
乾かします。漆はかぶれの原因などになり
ますので、取り扱いにはご注意ください。

◇タマタマヤ◇

❷紙やすり（目の細かいもの）で
円を描くようにやさしく磨いてい
きます。陶器に比べて、磁器はパ
テがつきにくいのでより丁寧に！

閣閣

成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀のののののののののののののののののつつつつつつつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいいいいいいいい

革
郭郭

ガラス板の上で、
新漆と薄め液を混
ぜ合わせます。

『どういう想いで、どの様にしてできた
のか』顔の見える物は愛着がわくと思
います。自分で作ったもの・直したも
のなら、きっとなおさらですよ。（店主）

害害今回ご協力いただいたお店今回ご協力いただいたお店害害

完完完完完完完完完完成成成成成成成成成成完成 ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

　杉並を東西に走るＪＲ中央線は、
明治の昔『甲武鉄道』という「私鉄」
で産声を上げました。
　その当時は、馬車が主な輸送機関
で、明治２年（１８６９年）に日本橋か
ら新宿・中野・杉並の青梅街道を通
り、田無まで走った馬車が営業馬車
の最初といわれています。
　その後、東京と多摩地方などを結
ぶ新たな輸送機関である鉄道が求め
られ、甲武鉄道が誕生したのです。
　甲武鉄道開業時の駅は、新宿・中

野・境(現在の武蔵境）・国分寺・立
川の５駅だけでした。
　中野と境駅の間は、他に比べて駅
と駅の間が大きく離れていたため、
開業から２年半後、杉並区域で最初
の駅（当時は「停車場」）、荻窪駅が
誕生したのです。

（写真：明治３７年の甲武鉄道）

　明治２２年（１８８９年）新町村制の制
定によって、和田堀内村・杉並村・
井荻村・高井戸村の４村が誕生しま
した。この時、初めて「杉並」の名
称が用いられて、今日の区名の基に
なりました。
　この「杉並」の地名は江戸初期に

成宗・田端両村の領主であった岡部
氏が領地の境界のしるしとして青梅
街道に沿って植えたと言われる杉並
木に由来するものです。
　大正１３年（１９２４年）杉並村が町に
なり、大正１５年（１９２６年）残り３村
も同時に町へ変わりました。
　昭和７年（１９３２年）１０月、東京の
市域拡張が実現するのに伴い、新設
の２０区の一つとして杉並４町は杉並
区を構成することになりました。
（写真：昭和１１年の五日市街道）

◇家族を結ぶ丸い円「ちゃぶ台」
　ちゃぶ台というと、「サザエさん」
や、「寺内貫太郎一家」を思い浮かべ
る方も多いのではないでしょうか。
昭和５０年代にダイニングテーブルに
とってかわられるまで、ちゃぶ台は、
暮らしの中心的存在でした。
◇針仕事とともにあった「裁縫箱」
　昔は、裁縫といえば手縫いでした。
裁縫箱は、和裁用具をいれる大切な
箱であり、当時の主婦にとって、そ
れは必需品でもありました。

◇炭のぬくもり、「火鉢」
　すきま風の多かった昔の日本家屋
であっても、火鉢にあたっていれば、
それほど寒いとは思わなかったそう
です。炭を眺め、その匂いをかいで
いると、実際の気温以上に温かく感
じたのかもしれません。
（写真：西田小学校郷土資料展示室）

　昭和１１年（１９３６年）２月２６日。東
京が大雪の早朝に、陸軍の一部青年
将校たちが政府転覆を企てて、首相
はじめ陸相や蔵相など政府要人の官
邸や私邸を襲撃し、区内にあった渡
邊錠太郎教育総監私邸も襲撃されま
した。

　渡邊錠太郎邸は、平成２０年２月ま
で上荻二丁目に当時の建物が残って
いましたが、その後に建物は取り壊
されました。
　区は、同邸宅が昭和初期の建築物
であることや、「２・２６事件」という
歴史的事件の現場であることから、
青年将校らが突入を試みた入り口の
扉、現場にあった襖や障子、欄間や
照明器具など、およそ３１点を譲り受
け、郷土博物館に保管しています。

（写真：平成１８年の渡邊邸）

杉並のこれまでを振り返り、先人の行いを学ぶと、明日を拓く新しい思いがわき起こってきます。
ウェブサイト「すぎなみ学倶楽部」では、区民ライターさんが発掘した、杉並ゆかりの歴史を紹介しています。
また、区内神社のお正月行事も紹介していますので、ぜひ一度ご覧ください。あなたの知らなかった杉並の魅力が見つかるかもしれません。

西荻地域

「杉並」の由来

２・２６は杉並でも

中央線のはじまり

かつての生活道具

  http://www.suginamigaku.orgHP

すぎなみの故きを温ねて新しきを知るすぎなみの故きを温ねて新しきを知すぎなみの 故 きを 温 ねて新しきを知るる
ふる たず

伝統文化を体験

「金継ぎ」は、陶磁器の割れや欠けを漆などを使って修復
し金粉で装飾します。金粉で割れ目を継ぐことで陶磁器の
表情が変わり、新しい価値を持たせる日本独特の技法です。

「「金金継継ぎぎ」」でで陶陶器器をを修修復復「「金継 金  継 ぎぎ」」でで陶器陶器をを修修復復
きん つ


